第１学年　　保健体育科学習指導案
平成25年　11月1日　金曜日　２校時
　　                                　　　　　    　第1学年　  農業科（男子20名）
場    所　  都城農業高等学校体育館
指 導 者 　 後    藤   　浩    之
１  単元名　球技（ネット型：バレーボール）
２  単元の目標　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊（　　）は中学校第３年で取り上げる内容
(１)  バレーボールについて、勝敗を競う楽しさや喜びを味わい、作戦に応じた技能で仲間と連携しゲ
ームが展開することができるようにする。

・ネット型では、役割に応じたボール操作や安定した用具の操作と連携した動きによって空いた
場所をめぐる攻防を展開することができるようにする。　　　　　　　　　　　　　　（技能）
(２)  バレーボールに自主的に取り組むとともに、（フェアなプレイ）を大切にしようとすること（自
己の責任を果たそうとする）こと、（作戦などについての話合いに貢献しようとする）ことなど健
康・安全を確保することができるようにする。　　　　　　 　　　　　   　　　　　  （態度）
(３)  バレーボールの技術の名称や行い方、体力の高め方、（運動観察の方法）などを理解し、自己の
課題に応じた運動の取り組み方を工夫できるようにする。　　　　 　　   （知識、思考・判断）
３  運動の一般的特性
　　 学習指導要領では、「ネット型」とは、コート上でネットをはさんで相対し、身体や用具を操作し
てボールを空いている場所に返球し、一定の得点に早く到達することを競い合うゲームであると示
されている。特に、バレーボールは、サービスをねらったところに打つ。ボールを相手コートの空
いた場所に打ち返す。また、攻撃につなげるための次のプレイをしやすい高さと位置にボールを返
球するなど味方どうしでボールをつなぎ三段攻撃を完成させるのが楽しい。また、これまで学習し
た知識や技能を活用して、チームや自己の課題に応じた運動の取り組み方やチームに適した作戦を
工夫する「思考・判断」についても喜びや楽しさを味わうことができる。
４　生徒の実態
(１)  運動の特性に触れる楽しさや体験状況
　　   全体的に運動に対して、興味や関心は高く意欲的に取り組む生徒が多くみられる。バレーボー
ルは、本校では３学年での選択種目やクラスマッチでの種目にもなっており生徒にとって行う機
会が多い種目である。生徒はバレーボールに対して、仲間と協力してスパイクが決まるのが楽い、
ラリーが続くのが楽しいと感じている。運動能力差はあるが、興味・関心が高くグループ内で協
力しながら学習している。
(２)  知識、思考・判断に関する学習体験の状況
　　 入学年次の学年では、生徒が自己の課題を見つけ、課題に応じた運動の取り組み方を選択でき
るような学習形態をとっている。その中でバレーボール経験者からリーダーを育て、グループ学
習の形態を取り入れたい。また、自己の課題解決に適したスキルアップシートの活用方法を理解
させ、自分たちで練習計画の作成や工夫ができるようにしたい。
(３)  技能（運動）の習得状況
　　　 バレーボール部に所属している生徒は１名しかいないため、全体的な技能の習得状況は低い。
オーバーハンドパスやアンダーハンドパスについては習得しているが、ねらった場所にサーブを
打つことができない生徒や、ボールをつなぐために必要な、次のプレイをしやすい高さと位置に
ボールをあげることが苦手な生徒がいる。３段攻撃の中で、味方の動きに合わせてコートの場所
を動くなど、ボールを扱わない時の動き方を理解させるのが今後の課題である。
(４)  体力の状況
本クラスの新体力テストの結果は以下のとおりである。
	Ａ判定
	Ｂ判定
	Ｃ判定
	Ｄ判定
	Ｅ判定

	２０％
	３５％
	３５％
	５％
	５％

	４人
	７人
	７人
	１人
	１人


比較的運動能力の高い生徒が多い。学年平均では、握力と反復横とびが宮崎県平均を下回って
いるが、逆にシャトルランにおいては、宮崎県平均値を大きく上回っている。全国の平均値と比
較しても同じ結果がみられる。本クラスにはＤ、Ｅ判定の生徒も含まれているので、適宜指導し
ていきたい。
(５)  生徒の運動に対する思いや願い
　　　 アンケートの結果を見ると体育の授業に対して、体力を高める、技能のレベルアップを求める
という生徒が多い。バレーボールの授業において「ラリーが続くこと」が楽しい、「チームで協力
して得点をすること」が楽しいというように、仲間と協力して得点をとった時に「楽しさ」や「う
れしさ」を感じている。また、男子生徒は「攻撃（スパイク）が決まること」がうれしいと感じ
る生徒が多い。技術として「腕を強く振って、ネットより高い位置から相手コートに打ち込むこ
と」、態度として「フェアなプレイを大切にしようとすること」、など仲間との協力や連帯感を身
につけたいという思いが強いようである。
５　学習を進めるに当たって
　 　　基本的な技能を確実に定着させるために、バレーボールスキルアップ集を利用する。スキルア
ップテキストから練習方法を生徒自らが選択することで、生徒間で自主的な授業を進める。バレー
ボールは生涯スポーツの観点からも、将来行う機会が多いスポーツである。そのことを考慮し、技
能面ではサーブとレシーブ、態度面ではルールや基本的マナーを理解することに力を注ぎたい。ま
た、バレーボールの特性でもある仲間との連帯感を強調し、コミュニケーションを図りながら仲間
との良好な関係が図れるように指導したい。
